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化
、
収
益
の
多
様
化
、
事
業
の
多

角
化
が
進
む
中
、
顧
客
基
盤
を
支

え
る
融
資
や
渉
外
な
ど
顧
客
と
接

す
る
第
一
線
の
現
場
力
が
脆
弱
化

し
て
き
た
。
久
し
ぶ
り
に
「
金
利

あ
る
世
界
」
が
戻
っ
て
き
た
。

　
現
状
の
現
場
力
に
課
題
は
な
い

か
再
点
検
し
た
い
。
以
下
、
そ
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

①
現
場
力
の
弱
体
化

　
２
０
２
４
年
３
月
19
日
、
日
銀

は
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
解
除
し
、
Ｙ

Ｃ
Ｃ
（
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
）
も
撤
廃
し
た
。

　
日
銀
は
引
き
続
き
「
緩
和
的
な

運
用
を
継
続
す
る
」
と
し
て
い
る

が
、
久
し
ぶ
り
に
「
金
利
あ
る
世

界
」
が
戻
っ
て
き
た
。
普
通
預
金

等
の
金
利
を
引
き
上
げ
た
金
融
機

関
も
多
い
。
今
後
は
融
資
金
利
の

引
上
げ
も
予
想
さ
れ
る
。

第
一
線
に
求
め
ら
れ
る

従
来
以
上
に
迅
速
な
対
応

　
低
金
利
時
代
が
長
く
続
き
、
融

資
に
よ
る
資
金
収
益
力
が
低
下
す

る
中
、
各
金
融
機
関
は
思
い
切
っ

た
店
舗
統
廃
合
や
Ｄ
Ｘ
等
に
よ
る

効
率
化
に
よ
っ
て
人
件
費
や
物
件

費
を
削
減
し
、
Ｏ
Ｈ
Ｒ
（
経
費

率
）
改
善
に
注
力
し
て
き
た
。

　
収
益
多
様
化
を
促
す
金
融
庁
の

規
制
緩
和
も
あ
り
、
融
資
や
渉
外

の
現
場
か
ら
人
材
を
シ
フ
ト
し
て

役
務
収
益
増
を
狙
っ
た
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
部
門
の
強
化
や
人
材
派

遣
業
、
地
域
商
社
な
ど
事
業
多
角

化
を
推
進
し
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
顧
客
基
盤
を
支
え

る
第
一
線
の
現
場
力
が
弱
体
化
。

一
人
当
た
り
担
当
先
数
は
増
加

し
、
店
舗
統
廃
合
や
融
資
部
門
の

エ
リ
ア
母
店
へ
の
集
中
化
で
担
当

先
が
遠
隔
地
化
し
て
い
る
。
本
業

支
援
や
役
務
収
益
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
口

座
獲
得
な
ど
目
標
項
目
も
増
え
負

担
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
年
４
月
に
改

正
さ
れ
た
金
融
庁
の
監
督
指
針
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
過
剰
債
務
を
抱

え
た
中
小
企
業
等
の
支
援
を
強
化

す
る
た
め
、
訪
問
活
動
な
ど
を
通

じ
て
取
引
先
の
「
有
事
＝
収
益
力

の
低
下
、
過
剰
債
務
に
よ
る
財
務

内
容
や
資
金
繰
り
の
悪
化
等
に
よ

っ
て
経
営
に
支
障
が
生
じ
、
ま
た

は
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
状
況
」

を
素
早
く
察
知
し
、
本
支
店
一
体

く
続
い
た
低
金
利
時
代
で

は
、
店
舗
統
廃
合
や
効
率

長 融
資
・
渉
外

融
資
・
渉
外
のの

大
内
大
内  
修修
　　金
融
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

金
融
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

現
場
力

現
場
力
をを
高
め
る

高
め
る

で
必
須
！

で
必
須
！
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世
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世
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と
な
っ
て
、
信
用
保
証
協
会
な
ど

外
部
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

早
め
早
め
に
支
援
し
て
い
く
よ
う

求
め
て
い
る
。

　
中
小
企
業
の
業
況
は
ま
だ
ら
模

様
だ
。
業
績
好
調
で
Ｄ
Ｘ
や
脱
炭

素
関
連
投
資
な
ど
新
た
な
資
金
需

要
が
生
じ
て
い
る
先
も
多
い
。
融

資
や
渉
外
な
ど
第
一
線
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
個
社
の
状
況
に
応
じ

た
最
適
な
融
資
提
案
や
経
営
改
善

支
援
等
へ
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

現
場
力
の
低
下
で

経
営
戦
略
が
画
餅
に

②
現
場
力
が
落
ち
る
と
負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
が
始
ま
る

　
今
後
、
融
資
金
利
の
引
上
げ
交

渉
を
控
え
て
お
り
、
現
場
力
の
重

要
性
は
増
す
ば
か
り
だ
。
現
場
力

は
一
度
落
ち
る
と
、
以
下
の
よ
う

な
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
る
リ
ス

ク
が
増
大
す
る
。

㋐
精せ

い
緻ち

な
訪
問
・
接
触
頻
度
管
理

が
疎
か
に
な
り
、
真
に
支
援
が
必

要
な
格
付
低
位
先
や
保
証
協
会
付

き
融
資
の
み
の
先
へ
の
訪
問
・
接

触
頻
度
が
落
ち
る
。
中
・
大
口
取

引
指
向
が
強
く
な
り
、
手
が
行
き

届
か
な
い
「
名
ば
か
り
メ
イ
ン
バ

ン
ク
」
が
増
え
る
。
個
人
取
引
分

野
で
は
、
継
続
的
管
理
先
が
目
に

見
え
て
減
少
し
て
く
る

㋑
取
引
先
と
の
対
話
が
減
り
、
基

本
的
な
資
金
繰
り
支
援
や
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
（
リ
ス
ク
管
理
）、
本
業

支
援
等
が
十
分
に
で
き
な
い
先
が

増
え
て
く
る
。
審
査
手
続
き
が
不

要
な
保
証
協
会
付
き
融
資
や
稟
議

が
通
り
や
す
い
担
保
付
き
融
資
へ

の
依
存
度
が
高
ま
っ
て
く
る

㋒
地
道
な
新
規
開
拓
や
シ
ェ
ア
ア

ッ
プ
、
職
域
開
拓
な
ど
基
本
の
励

行
に
手
が
回
り
に
く
く
な
る

㋓
攻
守
に
わ
た
り
次
第
に
イ
ン
プ

ッ
ト
（
情
報
収
集
力
）
が
減
少
し

て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
営
業
推
進

力
・
リ
ス
ク
管
理
力
）
が
低
下
。

収
益
の
源
泉
で
あ
る
顧
客
基
盤
が

軟
弱
に
な
り
、
収
益
力
が
じ
わ
じ

わ
と
落
ち
て
く
る

㋔
業
績
改
善
へ
の
焦
り
で
行
職
員

の
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が

低
下
し
、
組
織
全
体
の
基
礎
体
力

が
弱
く
な
っ
て
く
る
（
㋐
へ
と
負

の
連
鎖
が
続
く
）

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
や
事

業
多
角
化
等
に
傾
注
す
る
金
融
機

関
も
多
い
が
、
こ
れ
ら
も
顧
客
基

盤
の
上
で
展
開
す
る
も
の
だ
。
現

場
力
の
低
下
に
よ
っ
て
顧
客
基
盤

が
脆
弱
に
な
っ
て
く
れ
ば
、
描
い

た
経
営
戦
略
も
画
餅
に
帰
す
可
能

性
が
高
ま
る
。

③
押
さ
え
て
お
く
べ
き
10
の
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

　
い
ま
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
以

下
の
よ
う
な
観
点
か
ら
第
一
線
の

現
場
力
を
再
点
検
し
、
し
っ
か
り

見
直
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

対
応
が
不
十
分
な
場
合
は

配
員
確
保
に
努
め
る

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
１

自
前
で
強
化
す
べ
き

領
域
の
再
定
義

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
事
業
多

角
化
等
で
人
的
資
本
が
分
散
し
て

い
る
金
融
機
関
は
多
い
。
現
時
点

で
「
自
前
で
徹
底
的
に
強
化
す
べ

き
事
業
領
域
」
が
再
定
義
で
き
て

い
る
か
、
本
部
や
子
会
社
等
に
機

能
の
重
複
は
な
い
か
、
適
切
に
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
連
携
）

で
き
て
い
る
か
再
点
検
す
る
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
２

一
人
当
た
り
担
当
先
数

㋐
法
人
取
引
分
野

　
管
理
先
の
規
模
や
難
度
、
立
地

等
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
小
口
先

や
低
格
付
先
、
保
証
協
会
付
き
融

資
の
み
の
先
等
へ
も
定
期
的
に
訪

問
・
接
触
で
き
る
か
、
本
部
と
連
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